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表１　園児数と幼稚園数� （単位：人、園）

区　分 令和元年度 令和５年度 差引

園 児 数 1,840,790 1,685,104 △ 155,686 

　 私 立 1,582,447 1,484,327 △ 98,120 

　 国 立 5,243 4,490 △ 753 

　 公 立 253,100 196,287 △ 56,813 

幼稚園数 15,346 15,819 473 

　 私 立 11,071 12,078 1,007 

　 国 立 49 49 0 

　 公 立 4,226 3,692 △ 534 

注 1. 文部科学省「学校基本調査」より。
　 2. 認定こども園（幼稚園型・幼保連携型）を含む。

表２　事業活動収支計算書（１法人当たりの金額）� （単位：千円）

区　　　　　分 令和元年度 令和５年度 差引
金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 57,880 29.1% 47,396 21.3% △ 10,485 
補 助 金 113,047 56.7% 142,452 64.1% 29,404 
そ の 他 28,288 14.2% 32,422 14.6% 4,134 
事 業 活 動 収 入 199,216 100.0% 222,270 100.0% 23,054 

支
出
の
部

人 件 費 116,827 58.6% 138,678 62.4% 21,851 
経 費 60,227 30.2% 67,433 30.3% 7,206 
そ の 他 3,529 1.8% 2,692 1.2% △ 838 
事 業 活 動 支 出 180,584 90.6% 208,803 93.9% 28,219 

基本金組入前当年度収支差額 18,632 9.4% 13,467 6.1% △ 5,165 
基 本 金 組 入 額 △ 24,781 △ 12.4% △ 20,553 △ 9.2% 4,227 
当 年 度 収 支 差 額 △ 6,148 △ 3.1% △ 7,087 △ 3.2% △ 938
注 �表示された数値以下の端数は個々に四捨五入しているため、差引等の数値と一致しないことが

ある。

表４　貸借対照表（１法人当たりの金額）� （単位：千円）

区　　　　　分 令和元年度 令和５年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 470,176 63.9% 508,726 61.9% 38,550 
特 定 資 産 61,029 8.3% 69,488 8.5% 8,459 
その他の固定資産 32,923 4.5% 40,417 4.9% 7,494 
流 動 資 産 172,242 23.4% 203,152 24.7% 30,909 
資 産 合 計 736,370 100.0% 821,783 100.0% 85,413 

負
債
及
び

純
資
産
の
部

固 定 負 債 54,206 7.4% 61,067 7.4% 6,861 
流 動 負 債 28,228 3.8% 27,897 3.4% △ 330 
基 本 金 666,667 90.5% 752,676 91.6% 86,009 
繰 越 収 支 差 額 △ 12,730 △ 1.7% △ 19,857 △ 2.4% △ 7,127 
負債・純資産合計 736,370 100.0% 821,783 100.0% 85,413 

注 �表示された数値以下の端数は個々に四捨五入しているため、差引等の数値と一致しないことが
ある。

表３　基本金組入前当年度収支差額がマイナスの法人数

年　度 集計法人数
（A）

基本金組入前当年度収支
差額がマイナスの法人

法人数（B） 割合（B/A） 

令和元 4,885 1,523 31.2% 

　　２ 4,880 1,393 28.5% 

　　3 4,878 1,683 34.5% 

　　４ 4,780 1,985 41.5% 

　　５ 4,683 2,002 42.8% 

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
令
和
５
年
度
決
算
集
計
》

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

私
学
事
業
団
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

「
令
和
６
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
及
び

「
令
和
６
年
度
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」
を

基
に
５
年
度
決
算
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
６
年

度
版
「
今
日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別

支
援
学
校
編
）」と
「
今
日
の
私
学
財
政
（
専

修
学
校
・
各
種
学
校
編
）」
を
８
月
に
刊
行
し

ま
し
た
。

毎
年
、「
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
等
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

集
計
結
果
に
基
づ
き
、
幼
稚
園
の
財
務
状
況

に
つ
い
て
概
略
を
説
明
し
ま
す
。

園
児
数
は
減
少
、
幼
稚
園
数
は
増
加

◉
園
児
数
と
幼
稚
園
数
（
表
１
）

文
部
科
学
省
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ

る
と
私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
５
年

度
の
園
児
数
は
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園

型
・
幼
保
連
携
型
）
を
含
め
る
と
１
６
８
万

５
千
人
と
な
り
、
元
年
度
の
１
８
４
万
１
千

人
か
ら
15
万
６
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幼
稚
園
数
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
増
加
に
よ
り
、
４
７
３
園
増
加
し
て
い

ま
す
。

幼
稚
園
法
人
の
約
４
割
は
基
本
金
組
入
前 

当
年
度
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

◉
収
支
状
況
（
表
２
・
３
）

事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
１
法
人
当
た
り

の
金
額
）
よ
り
、
元
年
度
と
５
年
度
を
比
較

す
る
と
、
収
入
の
部
で
は
、
補
助
金
が
２
９

４
１
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
収
入
は
２
３

０
５
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
の
部
で

は
、
人
件
費
が
２
１
８
５
万
円
増
加
、
経
費

も
７
２
１
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
支
出
は

２
８
２
２
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
業
活
動
支
出
の
増
加
額
に
対
し
て
、
事

業
活
動
収
入
の
増
加
額
が
下
回
っ
た
た
め
、

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
（
事
業
活

動
収
入

−
事
業
活
動
支
出
）
は
減
少
し
て
い

ま
す
。

５
年
度
に
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
が
マ
イ
ナ
ス
の
幼
稚
園
法
人
数
は
２
０
０

２
法
人
で
、
集
計
法
人
の
約
４
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
状
況
の
目
安
と
な
る
基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス
へ
移
行

さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
て
実
行
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

◉
財
政
状
態
（
表
４
）

貸
借
対
照
表
（
１
法
人
当
た
り
の
金
額
）

よ
り
、
元
年
度
と
５
年
度
を
比
較
す
る
と
、

資
産
の
部
で
は
有
形
固
定
資
産
が
３
８
５
５

万
円
、
特
定
資
産
が
８
４
６
万
円
、
流
動
資

産
が
３
０
９
１
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
資

産
の
部
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
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表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

区　分 部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率
事業活動収支
差 額 比 率

令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度 令和元年度 令和５年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

北海道 350 374 15.8 8.1 77.0 84.1 62.1 68.3 393.8 845.3 27.4 28.1 14.4 4.6 
青森 93 93 13.5 6.5 78.8 85.3 65.3 71.4 483.2 1,097.1 26.3 28.4 8.6 1.0 
岩手 78 77 17.4 6.6 71.7 82.5 64.2 68.8 369.1 1,042.4 30.6 29.1 8.0 1.8 
宮城 150 142 36.0 21.5 50.7 67.5 60.2 66.0 167.0 306.9 33.0 32.4 6.9 3.1 
秋田 62 59 12.6 9.1 80.0 81.8 67.5 70.8 534.3 782.3 28.1 29.1 10.5 3.5 
山形 81 79 18.3 10.2 70.0 79.6 65.1 69.0 355.9 676.6 31.4 31.5 4.9 △ 0.2 
福島 129 142 22.8 16.3 63.4 69.9 59.7 62.6 261.9 383.8 34.4 33.7 9.3 5.1 
茨城 178 180 16.6 9.8 71.5 78.8 60.9 65.4 366.7 670.5 29.3 29.4 11.8 5.4 
栃木 169 168 20.9 13.3 72.5 79.0 62.8 66.4 300.3 499.4 28.9 29.4 9.1 4.6 
群馬 109 111 16.9 12.3 74.0 80.1 64.0 66.7 378.5 544.4 30.0 30.3 15.4 4.9 
埼玉 500 509 40.9 31.0 42.2 51.5 60.5 63.4 148.0 204.3 34.8 34.7 6.6 3.0 
千葉 378 349 40.9 28.6 45.8 58.1 61.8 65.0 150.9 227.4 32.0 32.4 7.5 4.0 
東京 531 546 46.1 35.4 38.0 49.2 61.4 64.6 133.2 182.2 30.9 32.4 10.0 4.6 

神奈川 536 528 37.9 24.8 48.6 60.7 60.3 63.4 158.9 255.3 30.4 30.5 9.4 7.4 
新潟 94 95 16.7 8.9 76.7 83.8 64.0 69.2 384.1 773.5 27.0 27.8 10.1 5.6 
富山 50 44 17.1 12.9 74.3 80.8 61.4 66.6 359.5 516.3 32.4 32.9 8.8 0.8 
石川 57 57 25.9 12.5 63.2 80.3 59.8 65.6 230.6 524.6 32.3 29.4 11.5 8.8 
福井 29 27 17.7 12.7 67.2 76.3 59.1 64.9 333.8 511.3 31.5 32.7 5.9 2.2 
山梨 57 54 20.9 13.5 69.3 76.3 60.9 65.8 290.5 486.0 29.9 27.9 8.1 9.9 
長野 85 84 28.9 17.9 64.7 75.4 64.8 64.8 224.7 362.5 31.5 29.8 9.3 11.7 
岐阜 95 82 43.3 39.0 45.8 50.6 61.4 66.5 142.0 170.6 32.9 32.1 5.7 1.3 
静岡 210 210 31.2 17.7 57.5 72.2 64.5 67.0 206.8 377.9 32.4 30.9 5.6 4.5 
愛知 408 385 37.1 31.8 49.7 56.5 62.1 62.6 167.3 196.8 32.0 30.7 8.0 8.5 
三重 58 59 33.2 28.3 55.0 58.6 60.1 62.7 181.3 221.4 32.0 33.4 7.8 3.8 
滋賀 29 29 17.8 17.3 72.9 74.5 66.4 70.6 372.2 408.6 26.7 30.5 7.5 △ 2.8 
京都 140 138 40.4 29.3 43.8 39.0 65.5 55.2 162.1 188.7 36.2 29.0 △ 0.9 15.9 
大阪 385 392 29.3 30.5 56.6 55.4 60.0 62.8 204.8 206.1 36.0 35.1 4.9 3.6 
兵庫 206 218 36.0 29.6 47.9 55.6 60.5 63.8 168.2 215.5 32.3 31.5 10.9 5.6 
奈良 48 49 52.5 37.8 35.0 54.6 65.8 61.9 125.2 163.8 34.0 32.5 △ 0.1 14.0 

和歌山 38 33 23.4 26.9 64.4 61.0 61.8 65.9 263.9 245.1 29.0 30.7 11.8 3.7 
鳥取 25 27 19.3 8.6 68.2 80.8 68.4 73.1 353.9 853.0 29.6 29.8 2.1 △ 2.9 
島根 8 9 14.8 12.5 78.5 82.5 61.5 68.6 415.1 550.2 26.7 27.4 11.2 4.1 
岡山 35 36 23.1 16.4 63.2 69.7 60.4 62.7 262.0 382.6 28.0 27.4 10.8 9.9 
広島 197 161 29.6 18.0 59.1 70.8 57.7 66.0 195.1 367.4 34.8 30.4 10.6 4.3 
山口 102 88 17.6 10.6 73.4 79.7 62.6 66.4 356.4 628.4 27.7 30.0 14.6 7.9 
徳島 10 10 32.2 24.2 57.3 67.0 68.5 70.1 212.7 289.2 28.1 28.9 3.2 3.3 
香川 34 31 24.1 15.3 64.0 72.3 57.8 64.1 240.1 419.2 29.6 31.1 12.4 5.9 
愛媛 75 73 19.0 16.7 71.3 73.0 60.9 63.9 321.3 383.9 28.9 31.1 14.4 8.4 
高知 29 25 19.3 9.9 75.0 82.5 64.9 67.2 336.7 680.9 28.0 31.6 12.3 3.7 
福岡 336 292 38.0 29.2 51.4 58.1 56.5 60.5 148.6 207.3 32.0 33.6 14.8 8.3 
佐賀 81 80 18.3 8.9 74.9 83.8 62.4 65.6 341.5 733.3 27.4 27.8 14.9 10.5 
長崎 110 101 17.9 10.5 72.0 81.1 62.4 67.9 348.3 649.1 26.9 27.6 12.6 5.5 
熊本 104 86 15.2 10.6 78.7 84.1 63.8 64.6 418.5 608.3 26.0 24.9 10.9 10.4 
大分 60 59 21.4 9.2 66.4 80.2 61.2 66.2 285.6 721.5 27.3 26.5 15.5 6.8 
宮崎 101 72 13.0 6.0 78.1 85.7 61.7 65.9 474.0 1,102.3 26.0 25.8 12.8 7.3 

鹿児島 135 126 15.6 12.5 74.9 79.0 63.9 68.8 410.2 550.4 25.7 25.1 12.7 7.5 
沖縄 26 30 24.2 10.3 69.2 81.9 60.5 60.7 250.3 588.1 32.3 27.3 13.7 △ 1.1 

全　国 6,801 6,619 31.2 22.8 56.6 64.7 61.4 64.7 196.9 283.8 31.3 31.1 9.4 5.6 
注 部門数は『今日の私学財政』で集計した学校法人が設置する幼稚園数である。

（参考）学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金／経常収入	 人件費依存率：人件費／学生生徒等納付金
　　　 補助金比率：補助金／事業活動収入	 教育研究(管理)経費比率：(教育研究経費＋管理経費)／経常収入
　　　 人件費比率：人件費／経常収入	 事業活動収支差額比率：基本金組入前当年度収支差額／事業活動収入

構
成
比
率
を
み
る
と
、
有
形
固
定
資
産
が

２
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
61
・
９
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
産

を
特
定
資
産
や
現
金
預
金
と
し
て
内
部
留
保

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

負
債
及
び
純
資
産
の
部
で
は
、
固
定
負
債

及
び
基
本
金
の
金
額
は
増
加
し
、
流
動
負
債

の
金
額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を

◉
都
道
府
県
別
財
務
比
率
（
表
５
）

最
後
に
、
学
校
法
人
が
設
置
す
る
幼
稚
園

部
門
に
つ
い
て
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
関

係
比
率
の
中
か
ら
、
収
入
の
構
成
割
合
を
見

る
た
め
の
学
生
生
徒
等
納
付
金
比
率
、
補
助

金
比
率
、
支
出
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の

人
件
費
比
率
、
教
育
研
究
（
管
理
）
経
費
比

率
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め

の
人
件
費
依
存
率
、
経
営
状
況
を
見
る
た
め

の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
を
都
道
府
県
ご

と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今

日
の
私
学
財
政
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、今
後
の
経
営
改
善
を

進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
〜
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp
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助
成
業
務

◉
北
海
道
科
学
大
学
高
等
学
校
に
つ
い
て

北
海
道
科
学
大
学
高
等
学
校
は
、
札
幌
市

手
稲
区
、
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
か
ら
バ
ス
で
10
分

の
、
大
学
と
高
校
の
施
設
が
一
か
所
に
集
う

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ
り
ま
す
。

同
校
は
法
人
設
立
１
０
０
周
年
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
３
年
４
月
に
札

幌
市
豊
平
区
中
の
島
か
ら
、
系
列
大
学
で
あ

る
北
海
道
科
学
大
学
（
以
下
「
北
科
大
」
と

い
い
ま
す
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
校
舎
を
移

転
し
ま
し
た
。
新
た
に
建
て
ら
れ
た
三
角
形

の
校
舎
で
は
、
四
角
い
教
室
を
配
置
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
生
徒
が

自
由
に
活
用
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
図
書
館
や
学
食
等
の

施
設
は
同
校
の
生
徒
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

日
頃
か
ら
大
学
の
雰
囲
気
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

移
転
に
よ
っ
て
大
学
・
高
校
間
の
よ
り
緊

密
な
連
携
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
校
の
目
指
す
べ
き
目
標
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
一
新
し
、「
主
体
性
」、「
多

様
性
」、「
社
会
性
」
を
目
標
の
中
心
に
据

え
、
そ
の
実
現
の
方
策
と
し
て
「
高
大
一
体

教
育
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）」
の
取
り
組

み
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」、

「
高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
コ
ン
カ
レ
ン

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
三
つ
の
柱
が
、「
Ｈ
Ｕ

Ｓ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」の
中
核
的
な
取
り
組
み
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
「
高
大
一
体
教
育
」
と
は

同
校
が
掲
げ
る
「
高
大
一
体
教
育
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
可
能
な
限
り
多
様
性
を
担
保

し
た
学
校
で
あ
り
た
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
系
列
大
学
へ
の

進
学
に
限
ら
ず
、
難
関
大
学
や
学
び
た
い
分

野
の
あ
る
大
学
な
ど
、
生
徒
の
多
様
な
進
路

選
択
を
支
え
る
た
め
、
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
大
学
の
教
育
資
源
を
活
用
し
、
高
校
時

代
か
ら
大
学
の
学
び
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と

で
、
進
路
や
そ
の
先
を
決
定
で
き
る
人
材
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

生
徒
が
北
科
大
と
い
う
「
レ
ン
ズ
」
を
通

し
て
大
学
を
見
つ
つ
、
早
期
か
ら
具
体
的
な

未
来
を
想
像
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
と
い

う
、
高
大
が
協
力
し
て
生
徒
を
支
え
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◉
総
合
的
な
探
究
の
時
間

同
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
は
、
１
年

生
は
「
探
究
基
礎
力
を
つ
け
る
」、
２
年
生
は

「
探
究
実
践
力
を
つ
け
る
」、
３
年
生
は
「
未

来
に
つ
な
が
る
探
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

力
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
３
年
間
の
探
究
活
動
の
中
心
と
な

る
２
年
生
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

２
年
生
で
は
、
ま
ず
個
人
が
六
つ
の
基
本

テ
ー
マ
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
か
ら
「
問
い
」
を

形
成
し
、
似
た
問
題
意
識
を
持
っ
た
生
徒
同

士
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

が
各
分
野
の
専
門
家
と
接
触
を
図
り
な
が
ら

学
び
を
深
め
て
い
く
と
い
う
、
生
徒
の
興

味
・
関
心
を
起
点
に
し
た
方
式
が
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
過
去
に
は
エ
コ
ラ
イ
フ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
や
、
札
幌
市

近
隣
の
地
下
鉄
延
伸
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

扱
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
学
外
へ
訪
問
取
材
を

し
な
が
ら
探
究
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

探
究
活
動
の
導
入
当
初
は
現
在
の
よ
う
な

形
式
で
は
な
く
、
主
に
教
員
側
が
探
究
課
題

の
設
定
を
主
導
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
生

徒
へ
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
教
育
や
共

生
社
会
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
十
数
名
に
依

頼
し
て
講
演
を
企
画
し
、
生
徒
は
予
め
設
定

さ
れ
た
分
野
の
う
ち
、
気
に
な
る
も
の
に
集

ま
る
「
こ
の
指
止
ま
れ
」
方
式
で
展
開
し
て

い
く
構
成
で
し
た
。

こ
う
し
た
方
式
は
生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
る
一
方
、
教
員
側
が
入
口
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
感
じ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
背

景
か
ら
、
生
徒
自
身
が
問
題
設
定
や
探
究
方

針
を
発
案
す
る
現
行
の
方
式
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
学
外
の
取
材
先
の
調
査
や
先

方
へ
の
協
力
依
頼
も
基
本
的
に
生
徒
自
身
に

任
さ
れ
て
お
り
、
教
員
側
は
生
徒
が
発
し
た

問
い
に
対
し
て
、
ど
こ
に
行
け
ば
問
い
を
深

め
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
か
を
紹
介
す
る

等
、
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

探
究
活
動
の
成
果
は
、
年
度
末
に
実
施
さ

れ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
場
で
共
有
さ
れ
ま
す
。

こ
の
発
表
会
は
学
年
の
枠
を
超
え
て
参
加
が

可
能
で
、
他
学
年
・
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を

新
た
な
探
究
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
循
環

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
、
自

身
の
経
験
を
探
究
活
動
の
中
で
掘
り
下
げ
、

そ
の
成
果
を
進
路
選
択
に
活
か
し
た
例
も
あ

り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
北
科
大
の

協
力
の
も
と
、
高
校
生
活
の
早
い
段
階
か
ら

大
学
の
学
び
に
触
れ
る
取
り
組
み
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
高
大
連
携
体
験
講
義
」で
は
、
早
期
に
大

学
の
学
び
の
深
さ
や
楽
し
さ
を
知
り
、
将
来

の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
高
校
で
の

学
び
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
げ

る
た
め
、
１
年
生
全
員
が
、
２
日
間
に
わ

た
っ
て
北
科
大
に
設
置
さ
れ
て
い
る
全
学

部
・
学
科
の
説
明
、
体
験
講
義
、
施
設
見
学

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
高
大
連
携
座
談
会
」で
は
、
北
科
大
に
設

置
さ
れ
た
全
学
部
・
学
科
の
学
生
を
招
き
、

高
校
１
、
２
年
生
の
希
望
者
が
、
大
学
の
各

学
部
・
学
科
の
授
業
内
容
か
ら
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
大
学
生
活
に
至
る
ま
で
自
由
に

質
問
し
ま
す
。
大
学
生
か
ら
生
の
体
験
談
を

聞
く
こ
と
で
、
系
列
大
学
へ
進
学
し
た
後
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
く
な
る
だ
け
で
な

第 20回

学
校
法
人　

北
海
道
科
学
大
学　

北
海
道
科
学
大
学
高
等
学
校

「
高
大
一
体
教
育
」
の
取
り
組
み

〜
北
海
道
初
の
コ
ン
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
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く
、
広
く
「
大
学
で
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の

雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
、
自
身
の
進
路
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
北
科
大

の
学
生
有
志
団
体
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

協
力
の
も
と
、
高
大
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
工
学
部
や
情
報
科
学

部
、
学
生
団
体
の
有
志
が
、
高
校
の
放
課
後

に
合
わ
せ
て
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
も
の
づ
く
り
体
験
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
、
Ｖ
Ｒ
体
験
な
ど
、
日

頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
生
徒
は
実

際
に
手
を
動
か
し
な
が
ら
大
学
で
の
学
び
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
持
っ
た
生
徒

は
そ
の
後
も
引
き
続
き
大
学
生
の
活
動
に
参

加
す
る
な
ど
、
当
イ
ベ
ン
ト
が
高
校
生
と
大

学
生
の
継
続
的
な
交
流
の
橋
渡
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
高
校
・
大

学
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
互
い
の
有
志
が
参

加
す
る
な
ど
、
課
外
活
動
を
含
め
た
幅
広
い

交
流
の
機
会
が
あ
り
、
同
じ
敷
地
内
に
い
る

こ
と
で
よ
り
深
ま
っ
た
関
係
性
を
強
み
に
、

高
大
間
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
が
次
々
と
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

◉
コ
ン
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
コ
ン
カ
レ
ン
ト
教
育
」と
は
、
高
校
生
が

大
学
の
講
義
を
受
講
し
、
大
学
進
学
後
に
取

得
し
た
単
位
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

同
校
が
北
海
道
初
の
取
り
組
み
と
し
て
実

施
す
る
コ
ン
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
系

列
大
学
進
学
コ
ー
ス
」
に
所
属
す
る
対
象
生

徒
が
、
高
校
在
学
中
に
科
目
等
履
修
生
と
し

て
大
学
１
年
次
の
講
義
を
先
取
り
す
る
制
度

で
す
。
対
象
生
徒
は
高
校
３
年
後
期
に
大
学

１
年
後
期
の
講
義
を
履
修
し
、
取
得
し
た
単

位
は
高
校
・
大
学
双
方
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

高
校
在
籍
中
に
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

大
学
入
学
後
の
１
年
後
期
に
授
業
の
な
い
時

間（
ギ
ャ
ッ
プ
タ
ー
ム
）が
生
ま
れ
、
留
学
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、国
家

資
格
取
得
の
勉
強
と
い
っ
た
、
自
身
の
成
長

の
た
め
の
時
間
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
２
４
年
度
の
３
年

生
よ
り
、
新
た
に
「
系
列
大
学
進
学
コ
ー
ス
」

を
設
置
し
た
こ
と
と
併
せ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
同
校
は
入
学
時
に
「
進
学
コ
ー
ス
」「
特

別
進
学
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
を
設
置
し
て

お
り
、
２
年
生
進
級
時
に
本
人
の
希
望
に
よ

る
コ
ー
ス
変
更
を
認
め
て
い
ま
す
。
３
年
生

か
ら
選
択
で
き
る
「
系
列
大
学
進
学
コ
ー

ス
」
は
、
系
列
校
推
薦
に
よ
る
北
科
大
進
学

を
目
指
す
生
徒
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
系
列
校
推
薦
で
の
出
願
を
認
め
ら
れ

た
生
徒
が
コ
ン
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
進

み
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
が
決
ま
っ
た

生
徒
は
、
進
学
先
の
学
部
・
学
科
が
指
定
す

る
開
講
科
目
の
中
か
ら
、
単
位
の
上
限
数
の

範
囲
内
で
履
修
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

理
工
系
大
学
で
あ
る
北
科
大
に
お
い
て
、

高
校
生
が
講
義
に
参
加
す
る
際
の
困
難
の
ひ

と
つ
が
、
基
礎
的
な
知
識
か
ら
段
階
的
に
積

み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
理
系
科
目

の
性
質
で
す
。
扱
う
内
容
に
つ
い
て
体
系
的

に
学
ぶ
必
要
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
が

講
義
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
、
前
期
の
講
義

が
前
提
と
な
る
科
目
は
予
め
対
象
か
ら
外

し
、
学
部
・
学
科
毎
に
取
得
可
能
な
単
位
数

も
調
整
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
・
大
学
双
方
で
生
徒
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
し
く
み
を
整
備
し
ま
し
た
。
高

校
側
で
は
毎
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
は
じ

め
、
週
１
回
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
面
談
な
ど
を
通

じ
て
生
徒
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
を
把
握

し
ま
す
。
大
学
と
高
校
で
窓
口
相
談
員
を
選

出
し
、
何
か
あ
っ
た
場
合
の
協
力
体
制
も
構

築
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
お
け
る
ル
ー
ル
や

習
慣
な
ど
は
、
繰
り
返
し
周
知
す
る
機
会
を

設
け
、
理
解
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
面

で
は
、
大
学
の
講
義
で
扱
う
専
門
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
基
礎
と
な
る
科
目
の
知
識
の
定

着
を
図
る
た
め
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
学
側
で
は
、
大
学
２
、
３
年
生
が
高

校
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
講
義
に
参
加
す

る
場
面
も
あ
る
ほ
か
、
同
校
の
卒
業
生
を
は

じ
め
、
講
義
に
参
加
す
る
学
生
が
自
主
的
に

声
を
か
け
る
様
子
が
見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。

そ
う
し
た
工
夫
も
あ
り
、
導
入
初
年
度
と

な
る
２
０
２
４
年
度
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
１
０
８
名
の
生
徒
が
平
均
７
～
８
科

目
を
受
講
し
、
単
位
取
得
率
が
約
75
％
に
の

ぼ
る
な
ど
、
当
初
の
予
想
よ
り
好
調
な
滑
り

出
し
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
し
た
生
徒
か
ら

も
、「
専
門
的
な
知
識
が
学
べ
る
の
で
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
反

応
が
多
く
、
今
後
の
大
学
生
活
に
つ
な
げ
る

姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
一
方
で
、
単
位
の

取
得
率
が
低
い
科
目
が
見
ら
れ
る
な
ど
改
善

点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
５
年

度
か
ら
は
単
位
の
取
得
上
限
数
を
調
整
し
た

り
、
受
講
可
能
科
目
を
見
直
し
た
り
す
る
な

ど
、
更
な
る
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
大
学
生

と
同
じ
９
割
の
単
位
取
得
率
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◉
今
後
の
展
望

同
校
か
ら
北
科
大
へ
の
進
学
者
数
は
、
２

０
２
３
年
度
の
79
名
か
ら
、
２
０
２
４
年
度

に
１
０
５
名
、
２
０
２
５
年
度
に
は
１
２
６

名
と
順
調
に
人
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
他

方
で
、
入
学
生
の
学
力
が
年
々
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
生
徒
の
進
学
志
望
先
の
範
囲
も
よ
り

広
く
、
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
Ｈ
Ｕ
Ｓ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」の
取
り

組
み
を
改
善
・
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

高
大
双
方
で
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

CONNECT FES の様子
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6

助
成
業
務

２
０
２
２
年
度 

若
手
研
究
者
奨
励
金
受
賞

 ［
研
究
課
題
］

〈
音
〉で
描
き
出
す
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

―
―
奨
励
金
は
ど
の
よ
う
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。

本
奨
励
金
を
受
け
た
こ
と
で
、
主
に
、
研

究
視
点
や
方
法
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
文

献
収
集
や
、
協
働
研
究
者
で
あ
る
視
覚
障
害

当
事
者
の
方
々
と
一
緒
に
踏
査
の
実
地
に
向

か
う
た
め
の
交
通
費
に
充
当
す
る
こ
と
が
で

き
、
研
究
精
度
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に

向
上
し
ま
し
た
。
当
事
者
の
方
々
が
日
常
的

に
は
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
未
踏
の
場
所
を
数

多
く
巡
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
私
の
研

究
に
と
っ
て
重
要
な
新
た
な
知
見
を
得
た
り

当
事
者
と
の
既
存
関
係
を
深
め
た
り
、
さ
ら

に
は
新
た
な
協
働
研
究
者
と
し
て
の
当
事
者

と
出
会
う
こ
と
ま
で
叶
い
ま
し
た
。

―
―
研
究
者
と
し
て
成
長
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
）
で
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
奨
励
金
の
受
賞
は
私
の
研
究
計
画
の
実

行
・
達
成
を
促
進
す
る
と
い
う
点
の
み
な
ら

ず
、
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
環
境
整
備
と

い
う
点
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。「
目
が
見
え
な
い
・
見
に
く
い
こ
と
は

い
か
な
る
障
害
か
」
を
解
明
す
る
と
い
う
私

の
テ
ー
マ
に
と
っ
て
、
視
覚
障
害
当
事
者
の

方
々
は
調
査
対
象
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
本

テ
ー
マ
の
解
明
を
一
緒
に
目
指
す
強
力
な

〈
協
働
研
究
者
〉で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
個
々

に
異
な
る
見
え
方
に
基
づ
く
生
活
世
界
の
多

様
な
見
方
・
捉
え
方
や
積
み
重
ね
て
き
た
経

験
を
も
つ
彼
ら
・
彼
女
ら
に
私
の
理
解
を
ぶ

つ
け
て
議
論
し
た
り
意
見
交
換
し
た
り
し
な

が
ら
研
究
目
的
へ
の
到
達
を
目
指
す
の
が
、

私
の
研
究
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら
で
す
。よ
っ
て
、

既
述
し
た
「
新
た
な
協
働
研
究
者
と
の
出
会

い
」
と
い
う
の
は
ま
さ
に
私
の
研
究
環
境
の

質
的
向
上
そ
の
も
の
を
意
味
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
受
賞
を
契
機
と
し
て
探
究
し

て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
さ
ら
に
多
様
な
も

の
の
見
方
・
捉
え
方
・
発
想
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
研
究
目
的
に
一
歩
近
づ
け
た

と
い
う
実
感
を
得
ま
し
た
。
加
え
て
、
こ
れ

ま
で
未
踏
の
「
新
た
に
解
明
す
べ
き
課
題
」

を
発
見
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
成
長
で
き
た

と
い
え
る
点
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
奨
励
金
で
実
施
し
た
研
究
に
関
す
る
今

後
の
展
望
等
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
に
取
り
組
ん
だ
研
究
で

は
、
在
職
す
る
研
究
機
関
の
所
在
地
域
で
し

か
調
査
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
全
国
各
地
の

事
例
調
査
を
実
施
す
べ
く
現
在
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
研
究
の
問
題
意
識
を

引
き
継
ぎ
派
生
さ
せ
た
テ
ー
マ
と
し
て
着
手

し
始
め
て
い
る
、
目
を
使
わ
な
い
「
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
」
や
「
芸
術
鑑
賞
」
の
可
能
性
を
探

求
す
る
研
究
も
今
後
積
極
的
に
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
研
究
は
２
０
２
３
年
に
ヤ
マ
ハ
発
動

機
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
様
か
ら
助
成
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
方
向
性
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
研
究
者
と
し
て
未
だ
「
若
手
」
の
位

置
か
ら
抜
け
出
し
き
れ
な
い
、
と
い
う
感
覚

が
強
く
あ
り
ま
す
。
本
奨
励
金
を
受
け
て
こ

ら
れ
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら
受
け
ら
れ
る
研
究

者
同
志
の
皆
さ
ん
の
独
自
の
研
究
の
視
点
や

発
想
か
ら
学
び
な
が
ら
、
さ
ら
に
質
の
高
い

研
究
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
く
所

存
で
す
。
研
究
成
果
を
世
に
発
信
し
問
い
続

け
て
、
成
長
に
つ
な
が
る
刺
激
を
同
志
の
皆

さ
ん
と
こ
れ
か
ら
も
互
い
に
与
え
合
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

―
―
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
私
た
ち
の
研

究
を
支
え
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
の
世
界

に
は
、
一
見
す
ぐ
に
は
実
用
に
結
び
つ
き
そ

う
に
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
テ
ー
マ
や
解
決
が

望
ま
れ
る
喫
緊
の
問
題
へ
の
処
方
箋
に
な
る

か
分
か
り
に
く
い
テ
ー
マ
を
扱
う
が
た
め

に
、
支
援
が
得
ら
れ
ず
進
め
ら
れ
な
い
計
画

が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
研
究
は
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
現

実
社
会
で
起
き
て
い
る
様
々
な
現
象
を
取
り

扱
い
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
原
理
を
解
明
し

よ
う
と
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

に
お
い
て
社
会
還
元
に
つ
な
が
ら
な
い
研
究

は
な
い
と
い
え
ま
す
。
中
で
も
、
本
奨
励
金

を
受
け
た
い
と
希
望
す
る
同
志
の
テ
ー
マ

は
、
社
会
の
一
隅
を
照
ら
す
こ
と
に
ト
ラ
イ

し
よ
う
と
す
る
大
変
志
の
高
い
も
の
ば
か
り

で
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う
な
挑
戦
的
で
意
欲

的
な
同
志
の
発
想
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
今
後

も
お
支
え
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

若
手・女
性
研
究
者
奨
励
金

受
賞
者
の
今

　
私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
の
教
育
・

研
究
の
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
た
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨

励
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
過
年
度
の
受
賞
者
の

皆
様
の
今
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

植田　俊　先生
（東海大学国際文化学部

准教授）

　ブラインドマラソンやタンデム
自転車、スポーツ観戦・芸術鑑賞
などを題材に「目が見えない・見
にくいことはいかなる障害か」と
いうテーマの解明に取り組む。

調査の様子
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7

助
成
業
務

２
０
２
２
年
度 

女
性
研
究
者
奨
励
金
受
賞

 ［
研
究
課
題
］

Ｆ
Ｘ
Ｒ 

Ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｎ
ｄ
開
発
に
お
け
る

戦
略
的
特
性
評
価
法
の
構
築

―
―
奨
励
金
は
ど
の
よ
う
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。

私
は
、
代
謝
性
疾
患
治
療
薬
の
開
発
に
向

け
た
リ
ガ
ン
ド
合
成
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
し
て
い
ま
す
。
女
性
研
究
者
奨
励
金
を
頂

戴
し
、
こ
れ
ま
で
困
難
だ
っ
た
検
証
や
探
索

的
な
試
み
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
研
究

を
堅
実
に
推
進
し
有
意
義
な
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
本
奨
励
金
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
研

究
環
境
等
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

学
位
取
得
後
、
研
究
者
と
し
て
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
が
、
不
安
定
な
雇
用
に
対
す

る
漠
然
と
し
た
不
安
に
加
え
、
幼
い
こ
ど
も

を
育
て
な
が
ら
研
究
活
動
を
行
う
中
で
の
時

間
的
・
体
力
的
な
制
約
に
悩
み
、「
も
う
続
け

る
の
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
頂
い
た
本

奨
励
金
は
、
ま
る
で
「
も
う
少
し
頑
張
っ
て

み
て
」
と
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
支
援
で
し
た
。
心
が
折
れ
そ
う
な
時
期
に

支
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
研
究
成
果

を
認
め
て
い
た
だ
け
る
機
会
も
増
え
、
共
同

研
究
の
輪
も
広
が
り
ま
し
た
。

―
―
研
究
者
と
し
て
成
長
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
）
で
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
奨
励
金
の
支
援
は
、
私
に
「
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
必
ず
見
て
く
れ
て
い

る
人
が
い
る
」
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。研
究
成
果
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
の
過
程
に
向
き
合
う
姿
勢
を
真
摯
に
重
ね

る
こ
と
で
、新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
可
能
性

を
諦
め
ず
に
駆
け
抜
け
た
日
々
を
、
今
で
は

温
か
い
気
持
ち
で
肯
定
で
き
る
気
が
し
ま
す
。

―
―
奨
励
金
で
実
施
し
た
研
究
経
験
が
現
在

の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
や
、
別
の

研
究
費
補
助
獲
得
の
基
礎
と
な
っ
た
等
の

事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
奨
励
金
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
は
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
課
題
の
新
た
な
起

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
特
性
評
価
ス

キ
ー
ム
の
構
築
に
関
す
る
基
礎
的
な
検
討

は
、
後
の
研
究
設
計
に
お
い
て
重
要
な
土
台

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
発
表

す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、
多
く
の
研
究

者
と
の
接
点
が
生
ま
れ
、
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
や
科
学
研
究
費
助
成

事
業
（
科
研
費
）
に
お
け
る
共
同
研
究
に
も

多
く
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
今
、
多
様
性
と
い
う
言
葉
の
も

と
に
、
大
き
な
変
化
の
中
に
身
を
置
い
て
い

ま
す
。
時
代
や
環
境
が
変
わ
り
ゆ
く
中
で
、

過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
し
、
変
化
を
受
け
入
れ
て
い
く

柔
軟
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
周
囲
の
変
化
に
揺
れ
な
が
ら
も
、
常
に

新
し
い
知
見
や
視
点
を
取
り
入
れ
、
自
己
研

鑽
を
惜
し
ま
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
表

現
す
る
自
由
を
大
切
に
し
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
―
本
奨
励
金
に
つ
い
て
、
後
に
続
く
研
究

者
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

本
奨
励
金
に
支
え
ら
れ
た
自
身
の
想
い
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
「
全
国
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
‐
女
性
研
究
者
・
学
生

の
声
」
へ
の
寄
稿
文
で
も
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、「
過
去
の

自
分
か
ら
の
贈
り
物
、
そ
れ
が
〝
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｅ
ｎ
ｔ
〟」
と
記
し
て
い
ま
す
。〝
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｅ
ｎ
ｔ
〟
に
は
「
贈
り
物
」
と
い
う
意
味
の

ほ
か
に
「
今
、
現
在
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。〝
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
〟は
〝
前
も
っ
て

（
Ｐ
ｒ
ｅ
‐
）
贈
ら
れ
て
い
た
（
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
）

も
の
〟、
つ
ま
り
、「
現
在
の
自
分
は
過
去
の

自
分
か
ら
の
贈
り
物
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

苦
し
く
て
辛
く
て
も
、
も
が
き
な
が
ら
前
に

進
む
こ
と
は
、
き
っ
と
未
来
の
自
分
へ
の

〝
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
〟に
な
り
ま
す
。
何
気
な

い
日
々
こ
そ
が
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
だ
と

い
う
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
支
え
て
下
さ
る

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
ご
自
身
が
信
じ
る

問
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
続
け
て
く
だ
さ
い
。

―
―
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

ご
寄
付
は
、
私
の
研
究
活
動
を
支
え
る
大
き

な
力
と
な
り
、
自
身
の
価
値
観
や
研
究
者
と

し
て
の
姿
勢
を
、
改
め
て
見
直
す
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
が
自
分
ら
し
い
道
を
描
け
る
よ

う
、
ま
た
性
別
問
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
を
尊
重
し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
自
由
に
思
索
し
、
挑
戦
で

き
る
環
境
の
尊
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

頂
い
た
ご
厚
意
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後

も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山下 ユキコ　先生
（広島国際大学薬学部講師）

　創薬化学/メディシナルケミス
トリーを専門とし、FXR/TGR5リ
ガンド開発研究をライフワークと
している。構造活性相関研究を軸
に多面的なアプローチを行い、挑
戦的かつ精力的に創薬研究に取
り組んでいる。

実験の様子

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
６
・
７
３
１
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp
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助
成
業
務

利
府
聖
光
こ
ど
も
園
は
、
令
和
６
年
度
よ

り
新
園
舎
で
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
仙
台
市
街
か
ら

ほ
ど
近
く
、
商
業
施
設
が
充
実
し
、
ス
ポ
ー

ツ
や
子
育
て
の
町
と
し
て
活
気
づ
く
町
の
中

で
注
目
さ
れ
る
園
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

―
―
新
園
舎
等
の
建
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
企
画
・
立
案
さ
れ
ま
し
た
か
。

約
４
年
前
に
中
期
計
画
を
策
定
す
る
際
、

地
域
の
幼
稚
園
の
動
向
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
既
存
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
や
新
設
が

多
い
と
の
こ
と
で
、
当
園
で
も
認
定
こ
ど
も

園
化
と
、
園
舎
新
築
を
決
断
し
ま
し
た
。
幸

い
、
当
法
人
内
の
姉
妹
園
が
、
す
で
に
認
定

こ
ど
も
園
化
し
て
い
た
た
め
、
移
行
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
り
、
評
議
員
会
や
理
事
会
の
承

認
、
各
種
手
続
き
な
ど
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
ま
し
た
。

新
園
舎
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
教
職
員

と
設
計
事
務
所
、
施
工
業
者
を
交
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り

希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、い
く
つ
か
の
他
園
を
視
察
し
、好
事
例

を
参
考
に
取
り
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。

―
―
新
園
舎
の
特
長
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
光
が
そ
そ
ぐ
遊
び
場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
各
教
室
に
高
窓
を
設
置
し
、
自
然
光
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
吹
き
抜
け
の

大
空
間
で
あ
る
「
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
」
は
、
床

か
ら
天
井
に
か
け
て
大
き
な
窓
を
配
し
、
四

季
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自
園
調

理
の
お
い
し
い
昼
食
や
敷
地
内
で
こ
ど
も
た

ち
が
栽
培
・
収
穫
し
た
野
菜
を
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
る
な
ど
、
食
育
に
特
化
し
た
現
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
面
玄
関
か
ら
連
な
る
デ
ッ
キ
は
、
夢
中

で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
辿

り
着
く
、「
い
つ
の
ま
に
か
テ
ラ
ス
」
に
つ

な
が
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
園
舎
に
よ
り
、
既

存
の
二
つ
の
園
舎
と
合
わ
せ
て
三
つ
の
建
物

が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
こ
ど

も
た
ち
の
遊
び
を
含
め
、
安
全
に
楽
し
く
移

動
で
き
る
動
線
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
園
舎
と
既
存
園
舎
の
間
に
は

大
き
な
高
低
差
が
あ
り
ま
す
が
、
階
段
だ
け

で
な
く
、
傾
斜
を
活
か
し
た
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
ど
も
た
ち
の
運
動
機
能
向
上
に
も
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。

外
観
は
、
周
辺
環
境
に
調
和
す
る
よ
う

に
、
シ
ッ
ク
で
落
ち
着
い
た
印
象
な
が
ら
も

存
在
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
屋
根
の
カ
ラ
ー
な

ど
を
皆
で
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
の
よ
う
な

見
た
目
で
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

―
―
竣
工
後
、
教
職
員
や
園
児
・
保
護
者
、

地
域
か
ら
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

竣
工
後
に
内
覧
し
た
際
は
、
こ
ど
も
た
ち

か
ら
「
き
れ
い
」、「
す
ご
い
」
と
の
感
想
が

聞
こ
え
、
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
新
し
い
施

設
で
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
園
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
化
と
同
時

に
、
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
「
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
試
食
会
等

も
開
催
し
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
に
も
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
施
設
・
設
備
が
新
し
く
な
っ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
と
環
境
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

特
に
移
行
当
初
は
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
教
職
員
一
同
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
日
々
よ
り
良
い
教

育
・
保
育
の
実
現
に
向
け
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

―
―
事
業
団
融
資
を
利
用
さ
れ
た
理
由
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

過
去
に
、
事
業
団
融
資
を
利
用
し
た
こ
と

が
あ
り
、
資
金
調
達
先
を
検
討
す
る
際
に
候

補
の
ひ
と
つ
と
し
ま
し
た
。
決
め
手
は
、
市

中
銀
行
に
比
べ
、
金
利
が
低
か
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
実
際
の
担
当
者
の
応
対
が
丁
寧

で
、
安
心
し
て
手
続
き
等
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
【
取
材
】
企
画
室

事業団資金
で

明日を拓く

事
業
団
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介

学
校
法
人
　
聖
光
学
園

対
象
校
　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

利
府
聖
光
こ
ど
も
園

所
在
地
　
宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町

対
象
事
業
　
新
園
舎
建
築

高台に建つ見晴らしの良い園舎
手前には広い園庭が広がります

鮮やかな壁紙と大きな窓が目を引くランチルーム
オープンな調理室は保護者からも好評です

たくさんの廊下とスロープでつながる園舎
廊下には絵本コーナーもあります
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職
務
上
や
通
勤
途
上
の
災
害
の
場
合

　

病
気
や
ケ
ガ
の
原
因
が
職
務
上
や
通
勤
途

上
の
災
害
の
場
合
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
の
適
用
と
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
等
を

利
用
し
て
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
医
療
機
関
等
を
受
診
の
際
に
職
務

上
や
通
勤
途
上
の
災
害
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
、
後
日
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
所
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
場
合

　

加
入
者
等
が
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
第
三

者
（
相
手
方
）
か
ら
ケ
ガ
を
さ
せ
ら
れ
た
場

合
で
も
、
そ
の
事
故
が
職
務
上
や
通
勤
途
上

の
災
害
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
原
則
、

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
使
っ
て
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
合
の
治
療
費
は
、
本
来

相
手
方
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
、
私
学
事
業

団
が
一
時
的
に
立
て
替
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
た
め
、後
日
、本
事
業
団
か
ら
相
手
方
（
相

手
方
が
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
な
ど
）
に

請
求
す
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
使
っ
て
保
険
診
療
を

受
け
る
際
に
は
、
必
ず
業
務
部
短
期
給
付
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
警
察
へ
の
届
け
出
は「
人
身
事
故
」
扱
い
で

　

道
路
交
通
法
に
よ
る
事
故
届
に
は
「
人
身

事
故
」と「
物
件
事
故
」が
あ
り
ま
す
が
、「
人

身
事
故
」の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
物

件
事
故
」
で
は
負
傷
は
な
か
っ
た
と
み
な
さ

れ
、
自
賠
責
保
険
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、「
人
身
事
故
証
明
書
入
手
不
能

理
由
書
」
の
追
加
提
出
が
必
要
で
す
。

◉
示
談
は
慎
重
に

　

示
談
は
私
的
な
解
決
方
法
で
す
が
、
示
談

が
成
立
す
れ
ば
、
民
法
上
の
和
解
契
約
（
第

６
９
５
条
）
と
し
て
法
的
な
拘
束
力
を
持
ち

ま
す
。
安
易
に
示
談
を
し
て
本
事
業
団
の
損

害
賠
償
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

立
て
替
え
た
治
療
費
は
加
入
者
か
ら
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

示
談
の
際
に
は
、「
私
学
事
業
団
が
一
時

的
に
立
て
替
え
た
保
険
診
療
分
は
私
学
事
業

団
か
ら
請
求
が
あ
り
次
第
、
責
任
を
も
っ
て

加
害
者
が
弁
償
す
る
」
旨
を
示
談
書
に
明
記

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◉
こ
の
よ
う
な
事
故
も
連
絡
が
必
要
で
す

・�

加
入
者
等
が
同
乗
し
て
い
た
車
の
自
損
事

故（
家
族
が
運
転
し
て
い
た
場
合
も
同
様
）

・�

駐
停
車
中
、
後
方
か
ら
走
っ
て
き
た
車
に

追
突
さ
れ
た
事
故

・�
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故

・�
他
人
の
飼
っ
て
い
る
動
物
に
よ
り
受
け
た

ケ
ガ

・�

ス
キ
ー
等
滑
走
中
の
衝
突
事
故

　

加
入
者
等
が
加
害
者
（
加
入
者
等
が
一
方

的
に
悪
い
）
で
あ
る
場
合
も
、
必
ず
業
務
部

短
期
給
付
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
利
用
補
助
券
等
冊
子
の
発
行

福
祉
部　

保
健
課

本
誌
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

私
学
共
済
ブ
ッ
ク
は
令
和
６
年
１
月
発
行

の
２
０
２
４
・
２
０
２
５
版
を
も
っ
て
全
加

入
者
へ
の
配
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
に
と

じ
込
ん
で
い
た
厚
生
施
設
や
健
康
増
進
宿
泊

施
設
の
利
用
補
助
券
（
以
下
「
施
設
利
用
補

助
券
」と
い
い
ま
す
）、
契
約
施
設
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
等
一
覧
、
契
約
施
設
の

利
用
時
に
必
要
な
各
種
証
明
書
及
び
申
込
書

は
、
新
規
冊
子
の
「
施
設
利
用
補
助
券
等
冊

子
」
と
し
て
発
行
し
ま
す
。　

な
お
、「
施
設
利
用
補
助
券
」
は
有
効
期

間
が
「
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３

月
31
日
」
と
「
令
和
９
年
４
月
１
日
〜
令
和

10
年
３
月
31
日
」
の
２
年
度
分
（
現
行
の
約

２
分
の
１
サ
イ
ズ
に
変
更
）
を
添
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
有
効
期
間
を
確
認

す
る
よ
う
加
入
者
へ
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
送
付
時
期

令
和
７
年
11
月
末
時
点
の
加
入
者
に
は
、

令
和
８
年
１
月
上
旬
に
発
送
予
定
の
令
和
７

年
度
ブ
ロ
ッ
ク
広
報
誌
（
冬
号
）
に
同
封
し

て
学
校
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
配
付
漏
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
以
降
の
新
規
資
格
取
得
者
と
再
資
格

取
得
者
に
は
、
随
時
送
付
し
ま
す
。

業
務
部
　
短
期
給
付
課

職
務
上
・
通
勤
途
上
の
傷
病
や

交
通
事
故
等
で
受
診
す
る
に
は

　

学
校
法
人
等
は
、
毎
月
の
掛
金
等
及
び
貸

付
金
の
定
期
償
還
金
を
期
限
内
に
私
学
事
業

団
に
納
付
す
る
こ
と
が
法
令
等
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
万
一
、
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し

た
場
合
は
、
延
滞
金
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

掛
金
等
及
び
貸
付
の
定
期
償
還
金
は
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
の
掛
金
等
の
納
付
及
び
貸
付
金
の
定

期
償
還
は
、口
座
振
替
（
自
動
引
き
落
と
し
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
、
確
実
で
手

数
料
が
か
か
ら
ず
、
納
付
忘
れ
等
の
心
配
が

な
く
、
法
人
等
確
認
書
類
も
不
要
で
便
利
で

す
。
手
続
き
に
必
要
な
「
預
金
口
座
振
替
依

頼
書
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書
」（
※※
）
は
、

本
事
業
団
又
は
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
共
済
業
務

課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
（
掛

金
等
と
貸
付
金
の
定
期
償
還
は
別
用
紙
で

す
）。

　

な
お
、
積
立
貯
金
は
口
座
振
替
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※※�　

用
紙
の
「
金
融
機
関
確
認
」
欄
に
取
引

金
融
機
関
の
確
認
印
が
な
く
て
も
受
け
付

け
ま
す
。
金
融
機
関
へ
の
手
続
き
は
、
本

事
業
団
が
行
い
ま
す
の
で
、
学
校
法
人
等

で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
本
事
業
団
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
務
部
　
掛
金
課

福
祉
部
　
貯
金
・
貸
付
課

掛
金
等
の
期
限
内
納
付
及
び

口
座
振
替
利
用
の
お
願
い
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10

共
済
業
務

　

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
使
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
差
額
通
知
書
」

（
以
下
「
差
額
通
知
」
と
い
い
ま
す
）
を
、

学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
対
象
と
な
る
加
入
者
等
へ
配
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
加
入
者
等
の
自
己
負

担
額
及
び
私
学
事
業
団
が
負
担
す
る
医
療
費

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
差
額
通
知
の

実
施
に
よ
り
、
使
用
率
・
医
療
費
削
減
額
に

お
い
て
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
内
容

　

令
和
７
年
３
月
～
８
月
の
間
に
先
発
医
薬

品
を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
加
入
者
及
び

そ
の
被
扶
養
者
（
※※
）
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
に
、
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
人
に

対
し
、
ど
の
く
ら
い
薬
代
が
軽
減
で
き
る
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※※�　

任
意
継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者

は
除
き
ま
す
。

◉
通
知
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

◦�

が
ん
や
精
神
疾
患
等
の
疾
病
及
び
風
邪
な

ど
の
短
期
的
な
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を

服
用
し
て
い
る
人

◦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

◦�
す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
さ

れ
て
い
る
人

送
付
方
法
・
送
付
先

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
ご
と
に
個
別
封
筒

で
、
親
展
扱
い
と
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
。

　

個
別
封
筒
に
は
、
差
額
通
知
と
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
ま
す
。

◉
配
付
の
お
願
い

◦�

学
校
法
人
等
か
ら
加
入
者
へ
個
別
封
筒
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

被
扶
養
者
分
の
個
別
封
筒
も
学
校
法
人
等

か
ら
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
封
筒
は
親
展
扱
い
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
開
封
せ
ず
に
必
ず
被
扶
養
者

（
未
成
年
者
は
除
き
ま
す
）
へ
渡
す
よ
う
、

加
入
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

～
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
～�

業
務
部
　
短
期
給
付
課

送
付
の
時
期

　

７
年
12
月
中
旬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
と�

差
額
通
知
の
効
果
（
医
療
費
削
減
額
）

　

差
額
通
知
開
始
後
の
本
事
業
団
に
お
け
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
は
、
平
成

27
年
度
実
施
時
の
58
・
１
％
か
ら
令
和
６
年

度
末
に
は
88
・
８
％
と
順
調
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
本
事
業
団
が

負
担
す
る
医
療
費
は
、
６
年
１
月
～
７
年
３

月
診
療
分
の
累
計
で
約
３
億
６
５
７
７
万
円

の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ま
ず
医
師
又
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
現
在
す
べ
て
の
先
発
医

薬
品
に
対
応
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
治
療
上
の
必
要
性
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド

　

医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
の
窓
口
で
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」

は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済

事
業
の
ご
案
内
▼
短
期
給
付
（
健
康
保
険
）

▼
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
と
は
〕か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ジェネリック医薬品お願いカード（見本）

表面 裏面
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共
済
業
務

　

高
齢
受
給
者
に
か
か
る
「
高
額
療
養
費

（
外
来
年
間
合
算
）」
を
算
定
す
る
た
め
の
一

斉
計
算
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◉
一
斉
計
算
の
対
象
と
な
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◦�

高
齢
受
給
者
（
70
歳
～
74
歳
）
の
う
ち
、

令
和
７
年
７
月
31
日
時
点
で
、
所
得
区
分

が
「
一
般
所
得
者
」
及
び
「
低
所
得
者
」

で
あ
る
加
入
者
及
び
被
扶
養
者

◦�

計
算
期
間
で
あ
る
６
年
８
月
１
日
〜
７
年

７
月
31
日
を
通
し
て
私
学
共
済
制
度
の
加

入
者
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
人

◉
手
続
き
及
び
支
給
方
法

　

計
算
は
、
私
学
事
業
団
で
自
動
的
に
行
い

ま
す
の
で
、
原
則
、
請
求
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。計
算
の
結
果「
高
額
療
養
費（
外

来
年
間
合
算
）」
の
支
給
対
象
と
な
る
人
に

は
、
11
月
下
旬
（
予
定
）
に
、
学
校
法
人
等

を
通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直
接
）
通

知
及
び
支
給
し
ま
す
。

◉
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
る
人

　

７
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
者
又
は
被
扶

養
者
で
な
い
人
や
、
計
算
期
間
中
に
私
学
共

済
制
度
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
期
間

が
あ
る
人
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
短

期
給
付
（
健
康
保
険
）
▼
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
▼
医
療
費
負
担
の
軽
減
▼
高
額
療
養
費
〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
、
有
効
期
限
後
も
引
き
続
き
限
度
額

適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
次
の

更
新
（
継
続
）
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
更
新
（
継
続
）
の
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
に
あ
る

「
継
続
」
の
文
字
を
○
で
囲
み
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
有
効
期
限
の
２
週
間
前
を

目
途
に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
（
任
意
継

続
加
入
者
は
直
接
）、
私
学
事
業
団
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◉�

令
和
７
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
を
迎
え

る
人
の
事
前
更
新
（
継
続
）
の
手
続
き

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
年
内
に
交
付
で
き

る
よ
う
、
例
外
的
に
11
月
５
日
（
水
）
か
ら

事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
の
右
上

余
白
に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
内
に
発
送
で
き

る
の
は
、
12
月
５
日
（
金
）
受
付
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

業
務
部
　
短
期
給
付
課

高
齢
受
給
者
に
か
か
る

高
額
療
養
費
（
外
来
年
間
合
算
）

業
務
部
　
短
期
給
付
課

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新（
継
続
）手
続
き

DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等ダウンロード〕からダウンロードできます。

ガーデンパレスの年末年始期間の営業

ガーデンパレス名 営業状況

札幌ガーデンパレス
☎011（261）5311

●中華レストラン：12月29日～１月１日は休業（１月２日11:30から通常営業）
●洋食レストラン：通常営業

仙台ガーデンパレス
☎022（299）6211 ●通常営業

東京ガーデンパレス
☎03（3813）6211

●洋食レストラン：１月１日～５日は年始特別メニュー
●和食堂：１月１日～７日は正月特別メニュー

名古屋ガーデンパレス
☎052（957）1022

●�洋食レストラン：�12月29日～１月３日は21:00（ラストオーダーは20:00）までの営業。�
12月28日、１月４日は朝食のみ営業

●�和食堂：12月30日〜１月３日は21:00（ラストオーダーは20:00）までの営業
●コーヒーラウンジ：12月29日～１月３日は休業

京都ガーデンパレス
☎075（411）0111 ●洋食レストラン：12月31日昼～１月４日朝は年末年始特別メニュー

大阪ガーデンパレス
☎06（6396）6211

●洋食レストラン：１月１日～４日朝は正月特別メニュー
●和食堂：12月31日～１月３日は年末年始特別メニュー

広島ガーデンパレス
☎082（262）1122 ●通常営業

福岡ガーデンパレス
☎092（713）1112 ●通常営業

おせちの販売…札幌・仙台・東京・名古屋・京都・大阪・広島の各ガーデンパレスでは、数量限定でおせち料理の販売を行っています。
詳しくはホームページをご覧いただくか、電話で各ガーデンパレスにお問い合わせください。

ガーデンパレスは、年末年始も休まず営業します。宿泊予約は、各ガーデンパレスへお電話いただくか、ホームページからお申し
込みください。
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令和 7年 1 1 月 1 日　第 3 3 5 号令和 7年 1 1 月 1 日　第 3 3 5 号

12

共
済
業
務

被
扶
養
者
認
定
申
請
事
例
（
父
母
の
認
定
）業

務
部　
資
格
課

被
扶
養
者
の
認
定
申
請
は
、
新
た
に
加
入

者
と
な
っ
た
人
に
被
扶
養
者
の
要
件
を
備
え

る
人
が
い
る
と
き
、
又
は
新
た
に
被
扶
養
者

の
要
件
を
備
え
る
人
が
で
き
た
と
き
か
ら
５

日
以
内
に
私
学
事
業
団
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
30
日
を
超
え
る
と
本
事
業
団
で

受
け
付
け
た
日
又
は
発
信
日
が
認
定
年
月
日

と
な
り
ま
す
。

Q
１　

父
（
65
歳
）
が
令
和
７
年
12
月
31
日

で
会
社
を
退
職
し
ま
す
。
退
職
後
、
父
の
収

入
は
年
間
２
０
０
万
円
の
年
金
の
み
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
の
任
意
継
続
は
せ

ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
父
は
１

８
０
万
円
以
上
の
収
入
が
あ
る
の
で
、
被
扶

養
者
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
父
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
た
母
（
60

歳
）
を
私
の
被
扶
養
者
に
で
き
ま
す
か
。
母

は
年
金
や
他
の
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
年
収
は
６
０
０
万
円
で
、
両
親
と
は

別
居
し
て
い
ま
す
が
、
月
に
10
万
円
仕
送
り

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
母
は
祖
母
の
介
護
の
た
め
、
７
年

１
月
１
日
の
時
点
で
は
現
在
と
は
違
う
住
所

に
居
住
し
住
民
票
を
移
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
１　

父
親
は
配
偶
者
で
あ
る
母
親
を
優
先

し
て
扶
養
す
る
立
場
に
あ
る
た
め
、
父
親
の

収
入
や
健
康
保
険
の
状
況
を
確
認
の
う
え
、

主
と
し
て
加
入
者
の
年
収
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
父
親
の
退
職

を
事
由
と
し
て
母
親
を
被
扶
養
者
に
認
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
添
付
書
類
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
事
例
で
は
、
次
の
１
～
３
の
確
認
に

よ
り
母
親
の
み
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
で
き

ま
す
。

１�　

父
親
は
退
職
後
、
被
用
者
健
康
保
険
の

任
意
継
続
は
せ
ず
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
。

２�　

母
親
は
60
歳
以
上
だ
が
、
年
金
を
受
け

て
お
ら
ず
他
の
収
入
も
な
い
。
被
扶
養
者

と
な
れ
る
収
入
限
度
額
１
８
０
万
円
未
満

で
あ
る
（
表
２
「
被
扶
養
者
の
収
入
限
度

額
」
参
照
）。

３�　

父
母
の
世
帯
収
入
は
２
０
０
万
円
で

（
父
親
２
０
０
万
円
＋
母
親
０
円
）、
こ
の

事
例
の
場
合
の
世
帯
収
入
の
限
度
額
３
６

０
万
円
（
父
親
１
８
０
万
円
＋
母
親
１
８

０
万
円
）
未
満
で
あ
る
（
次
頁
表
３
「
父

母
を
認
定
す
る
場
合
の
収
入
限
度
額
（
合

計
額
）
例
」
参
照
）。
ま
た
、
父
母
の
世
帯

収
入
が
加
入
者
の
年
収
よ
り
も
少
な
い
。

表２　被扶養者の収入限度額（収入限度額は今後改定される場合があります）

表１　事例Q１に必要な添付書類

収入の内訳 60歳未満 60歳以上
給与収入だけの人 　130万円未満　 180万円未満
給与収入以外（年金収入を除きます）の所得がある人 　130万円未満　 180万円未満
障害の年金（公的年金）を受給している人 180万円未満 180万円未満
老齢・退職・遺族の年金等（公的年金）を受給している人 130万円未満 180万円未満

※※
※※

添付書類 内　容 省略の可否（次頁の★）
①加入者及び母親の戸籍謄本 続柄及び母親の氏名・生年月日、父親の

状況を確認します。
省略不可（加入者と同居であれば省略可）

②父親の国民健康保険証の写し 父親が被用者健康保険に加入していない
ことを確認します。

省略不可

③�父親の離職票の写し又は退職証明書（原本） 父親の退職年月日を確認します。 省略不可（父が認定対象者の場合、加
入者と同居であれば省略可）

④母親の最新の所得（非課税）証明書 母親に収入がないことを確認します。 過去３年間無収入の場合は省略可
ただし、７年１月１日の時点では現在の
住所と異なるため、「被扶養者認定申請
書 DL」の「当年（事由発生時）１月１日
時点の住所」欄に必ず記入してください。

⑤母親が公的年金を受給していない理由 60歳以上の人を認定するときは、年金の
受給状況を確認します。母親が年金を受
給していないこと及びその理由を確認し
ます。

省略不可
「被扶養者認定申請書 DL」の「60歳以上
で年金を受給していない人はその理由」
とある箇所に理由を記入してください。

⑥�父親の退職後の年金額が分かる最新の改
定通知書の写し

父親の退職後の収入を確認します。 省略不可

⑦母親を被扶養者とする具体的な理由 他の扶養義務者の有無やその人の状況
等、加入者が生計を維持している実態を
確認します。

省略不可
「被扶養者認定申請書 DL」の「加入者が
扶養する理由」欄に記入してください。

※※　�19歳以上23歳未満の人（配偶者は除きます）については150万円未満（７年10月１日付改定）
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共
済
業
務

Q
２　

私
と
同
居
し
て
い
る
母
（
58
歳
、
国

民
健
康
保
険
加
入
）
は
、
父
が
亡
く
な
っ
て

い
る
た
め
遺
族
年
金
（
１
０
０
万
円
）
を
受

給
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
収
入
は
あ
り
ま
せ

ん
。
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
を
受
け
る
に
は

ど
ん
な
添
付
書
類
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
２　

母
親
の
収
入
や
健
康
保
険
の
状
況
か

ら
、
加
入
者
の
年
収
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
認
定
で

き
ま
す
。
母
親
が
60
歳
未
満
の
場
合
は
収
入

限
度
額
が
１
３
０
万
円
未
満
と
な
り
、
年
金

以
外
の
収
入
を
証
明
す
る
書
類
も
必
要
で
す
。

必
要
な
添
付
書
類
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

◉�

ポ
イ
ン
ト

　

母
親
が
60
歳
以
上
の
場
合
は
、
収
入
限
度

額
は
１
８
０
万
円
未
満
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

配
偶
者
が
死
亡
し
て
い
る
60
歳
以
上
の
人

は
、
遺
族
年
金
等
と
そ
れ
以
外
の
年
金
の
受

給
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
ま
す
。

★�

省
略
の
可
否

　

認
定
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し

て
他
機
関
と
の
情
報
連
携
に
よ
り
必
要
な
情

報
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
添
付
書
類
の
一

部
が
省
略
で
き
ま
す
。

【
省
略
で
き
る
添
付
書
類
】

◦�
住
民
票
（
加
入
者
が
世
帯
主
の
場
合
に
限

り
ま
す
）

◦�

所
得
証
明
書
（
非
課
税
証
明
書
）（
過
去

３
年
間
無
収
入
の
場
合
に
限
り
ま
す
）

◦
雇
用
保
険
の
離
職
票

◦�

戸
籍
謄
本
（
加
入
者
と
同
居
の
配
偶
者
・

子
・
父
母
に
限
り
ま
す
）

表４　事例Q２に必要な添付書類
添付書類 内　容 省略の可否（★）

①�母親の戸籍謄本 母親の氏名・生年月日及び父親の死亡を確認します。 省略可

②�加入者の戸籍抄本 続柄を確認します。 省略可

③�母親の遺族年金に関する最新
の改定通知書の写し 母親の遺族年金の年金額を確認します。 省略不可

④�母親の最新の非課税証明書 母親に年金以外の収入がないことを確認します。 過去３年無収入の場合は省略可

⑤�母親の国民健康保険証の写し 母親が加入している健康保険を確認します。 省略不可

⑥�母親を扶養する具体的な理由 他の扶養義務者の有無やその人の状況等、加入者が
生計を維持している実態を確認します。

省略不可
「被扶養者認定申請書 DL」の「加入者が
扶養する理由」欄を記入してください。

事例Ａ 所得の種類 収入 収入限度額

父母のそれぞれの収入額、父母の世帯収入
のいずれも収入限度額（合計額）未満なの
で、父母ともに被扶養者認定できます。

父64歳 パート収入（年金なし） 170万円 ＜ 180万円

母59歳 パート収入（年金なし） 80万円 ＜ 130万円

父母の世帯収入 250万円 ＜ 310万円

事例Ｂ 所得の種類 収入 収入限度額
母親は、収入が収入限度額未満で父母の世
帯収入も収入限度額（合計額）未満なので、
被扶養者認定できます。父親は、収入が収入
限度額以上なので、被扶養者認定できません。

父68歳 公的年金等 190万円 ＞ 180万円

母65歳 公的年金等 130万円 ＜ 180万円

父母の世帯収入 320万円 ＜ 360万円

事例Ｃ 所得の種類 収入 収入限度額
母親は、収入が収入限度額未満ですが、父
母の世帯収入が父母の世帯収入限度額（合
計額）より多いので、父母ともに被扶養者
認定できません。

父70歳 公的年金等 250万円 ＞ 180万円

母68歳 公的年金等 120万円 ＜ 180万円

父母の世帯収入 370万円 ＞ 360万円

表３　父母を認定する場合の収入限度額（合計額）例
　以下事例Ａ〜Ｃは父母が国民健康保険に加入しており、加入者の年収が父母の世帯収入を上回っている場合の
例です。
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者等記号・
番号が確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

４日（火） 貸付  送金
６日（木） 貸付  10月分定期償還期限

10日（月）
貯金  払込期限（必着）
アイリスプラン  年金コース加入申込締め切り

14日（金） 貸付  12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（木） 貯金  送金

25日（火）
貸付  送金
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（金）

掛金等  10月調定口座振替（自振校のみ）
貸付  11月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  12月22日送金申し込み締め切り
積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール11

１日（月） 掛金等  10月調定納期限
２日（火） 貸付  送金
５日（金） アイリスプラン  医療・日常事故コース加入申込締め切り
６日（土） 貸付  10月分定期償還期限
10日（水） 貯金  払込期限（必着）
15日（月） 貸付  １月５日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール12

年内の手続き書類の受け付け及び処理

　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。以下の予定は、書類等に不備がなく処理さ
れた場合を前提としています。
　また、私学事業団の年内の業務は12月26日（金）まで
です。余裕をもって書類等を提出してください。
●資格関係
◦�資格確認書等の交付や、資格関係の確認通知書は、
12月17日（水）受付分までを12月26日（金）に発送する
予定です。
◦�資格取得や資格喪失による掛金等は、12月22日（月）
受付分までを、12月分掛金等の調定（１月送付分）に
反映する予定です。

� 【業務部　資格課】
●短期給付関係
◦�短期給付関係の請求は、11月28日（金）受付分までを

目途に年内に送金する予定です。なお、給付金の種類
によっては年内に送金できない場合があります。

� 【業務部　短期給付課】
●貸付関係
◦�年内最終送金〈12月22日（月）〉の貸付け申し込みは、
11月28日（金）締め切りです。締め切り日（毎月15日
及び月末）が土・日曜日又は祝日のときは繰り上がり
ますので注意してください。

� 【福祉部　貯金・貸付課】

子ども・子育て拠出金の納付対象基準額が 
決定しました

　令和７年の定時決定による基準額は188万円（前年186
万円）となりました。10月調定時に加入者保険料にかか
る標準報酬月額の合計が188万円以上となる学校法人等
には、７年10月分から８年９月分までの間、掛金等と併
せて子ども・子育て拠出金を通知しますので納付してく
ださい。なお、上記基準額未満の学校法人等も、申請に
よる納付が可能です。詳細は掛金係までお問い合わせく
ださい。
� 【業務部　掛金課】

被扶養者再審査・加入者資格等検認の 
提出期限

　被扶養者の再審査（西日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者資格等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結
果報告書の提出期限は、11月７日（金）必着です。
　被扶養者再審査回答書が未提出の場合、生計維持関係
がすでに失われているとみなして、職務権限により被扶
養者を取り消しますので注意してください。
� 【業務部　資格課】

積立共済年金・共済定期保険の 
後期加入申込期間

　後期加入申込期間は、積立共済年金・共済定期保険と
もに11月４日（火）〜28日（金）です。新規加入・加入内
容の変更等をする場合は、加入申込期間内に申し込んで
ください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）
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INFORMAT ION
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

令和７年度　私学経営情報センターが行う 
サービスのご案内

　学校法人が行う経営改善の取り組みへの支援及び情報
の収集・提供を行っています。経営相談、財務分析、会
計処理、講師派遣など幅広いサービスを行っていますの
でご利用ください。
●主なサービスの内容
　◦会計処理等の相談
　　�　会計処理や実務上の取り扱い等の質問にお答えし

ています。
　◦財務分析等のデータ提供
　　　①�大学法人から小学校法人が直接、データや分析

資料等を出力・閲覧できるシステム（私学情報
提供システム）を提供しています。

　　　　注　�ご利用には、私学事業団が発行する電子認
証が必要です。

　　　②�学校法人からの依頼に応じて資料を作成・提供
しています。

　◦各種セミナーの開催
　　　学校経営等に関するセミナーを開催しています。
　◦学校法人等が主催する研修会への講師派遣
　　　本センターの職員を講師として派遣しています。
　◦経営相談
　　�　学校法人の抱える経営上の問題点について現状分

析、問題点の把握、考えられる対応策を整理してア
ドバイスをしています。

　詳細は、私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内
▶経営支援・情報提供〕をご覧ください。

　　　　  　【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　　　　　　　☎03（3230）7846～7848（会計相談）
　　　　　　　　　　　　　　 7838（データ提供）
　　　　　　　　　　　　 　　7849〜7851（セミナー）
　　　　　　　　　　　　 　　7839（講師派遣）
　　　　　　　　　Ｅメール　center@shigaku.go.jp

　　　　  　【私学経営情報センター　経営支援室】
　　　　　　　　　☎03（3230）7828・7829（経営相談）
　　　　　　　　　Ｅメール　shien@shigaku.go.jp

2024年度「学術研究振興資金 学術研究報告」及び「若手・ 
女性研究者奨励金 研究レポート」ホームページ掲載のご案内

　2024年度に交付した「学術研究振興資金」及び「若手・
女性研究者奨励金｣ の研究課題について、実績報告を取
りまとめ、それぞれ ｢2024年度 学術研究振興資金 学術
研究報告｣、「2024年度 若手・女性研究者奨励金  研究レ
ポート」として、私学事業団ホームページに掲載しました。
●私学事業団ホームページ
　〔�助成業務のご案内▶学術研究振興資金▶2024年度 学

術研究振興資金 学術研究報告〕
　〔�助成業務のご案内▶若手・女性研究者奨励金▶若手・

女性研究者奨励金 研究レポート〕
	 【助成部　寄付金課】
� ☎03（3230）7319・7320

Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp 

私立学校寄付金ポータルサイトのご案内

　私学事業団では、私立学校の寄付募集に関する情報を
紹介するポータルサイトを設置しています（私学事業団
ホームページ〔私立学校寄付金ポータルサイト〕）。
●私立学校寄付金ポータルサイトの特長
　①�すべての私立学校が利用でき、寄付募集に関する情

報を掲載できます。
　②�学校のホームページとリンクできます。
　③�掲載費用は無料です。また、インターネットに関す

る技術や知識も必要ありません。
　④�寄付者が学校の特色等から寄付先を選択できるよ

う、フリーワードによる検索機能があります。
　⑤�寄付金の使い道や学校所在地など、寄付者の視点で

私立学校を検索できます。
●私立学校寄付金ポータルサイトへの掲載方法
　大学から小学校を設置する学校法人は、本事業団の電
子窓口から掲載依頼が可能です。電子窓口の電子ファイ
ル一覧（寄付金課▶私立学校寄付金ポータルサイト）内
にある「私立学校寄付金ポータルサイトのご案内」を確
認してください。提出後２～３日程度で掲載手続きが完
了します。

　幼稚園や専修学校のみを設
置する学校法人については、
個別に対応します。詳細は、
寄付金課までお問い合わせく
ださい。
【助成部　寄付金課】

☎03（3230）7317・7318
Ｅメール　
kifukin@shigaku.go.jp

令和 7年 1 1 月 1 日　第 3 3 5 号令和 7年 1 1 月 1 日　第 3 3 5 号

15

2521707_月報私学_11月_p14-15_インフォメーション.indd   152521707_月報私学_11月_p14-15_インフォメーション.indd   15 2025/10/14   9:032025/10/14   9:03



16

令和 7年 1 1 月 1 日　第 3 3 5 号
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編集・発行　�日本私立学校振興・共済事業団�

〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12�
☎03（3230）7810・7811（企画室）　　　　　（禁無断転載）

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
旧耐震基準で建設された校舎・園舎の建て替え事業（耐
震改築）や、防災（耐震）機能強化の補助金対象となっ
た改修事業（耐震改修）、及び指定避難所施設等の整備
事業に、私学事業団の融資をご利用いただくと、一定の
要件を満たした場合、国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器
備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整
備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

・�事業を行う学校の種類や事業内容等により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

・�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

・�利子助成率の上限は大学等2.1％、高校・幼稚園等1.6％、専門学校・各種�
学校は0.5％です。

■主な事業と融資金利（令和７年10月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

2.90 2.40 1.70 1.60
寄宿舎などの
建築・用地取得 3.00 2.50 1.80 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 1.70

（5.5年以内）

1.40
・�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が10億円�
以上の場合にご利用いただけます。
・�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

融資部融資課　☎03（3230）7862・7863、7866～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

詳しくは私学事業団ホームページをご覧ください。
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 私学事業団では、全国16か所の宿泊施設を運営しております。
詳しくはホームページを確認してください。

『ReFa』を体験☆Luxeなオトナ旅☆スイートルームプラン

スイートルーム

スイートルームに話題の「ReFa」の製品やアメニティを導入しました。
極上の美容体験で、心ときめくホテル時間をお楽しみください。
詳しくは、以下の二次元コードを読み取ってください。

１泊朝食付（２名１室／１名様）	 21,200円〜
取扱期間：通年（年末年始を除きます）

東京たびストーリープラン「プレミアム会席」
昭和３年創業の和食堂「つきじ植むら 梅里」で旬の食材による
彩り豊かな会席料理をご堪能ください。
14：00アーリーチェックイン／12：00レイトチェックアウトの特典付きです。

１泊２食（２名１室／１名様）
スーペリアツインルーム� 16,700円～19,200円
取扱期間：通年（年末年始を除きます）　

〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5　☎03（3813）6211（代表）　 
JR・東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅から徒歩５分。東京メトロ千代田線 

「新御茶ノ水」駅（Ｂ１出口）から徒歩５分　https：//www.hotelgp-tokyo.com/

〒460-0003　名古屋市中区錦3-11-13　☎052（957）1022（代表）
JR「名古屋」駅から地下鉄東山線で「栄」駅下車、１番出口から徒歩５分。地下鉄桜通線「久屋大通」
駅（４番出口）、「丸の内」駅（５番出口）から徒歩５分　https://www.hotelgp-nagoya.com/

プランの詳細

プレミアム会席（夕食イメージ）
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